
  学校だより                             No．８  令和８年７月１７日 

 

 

 

              有田町立有田小学校 校長 山口 英一 

元気に夏休みへ 

夏空がまぶしく広がり、蝉の元気な鳴き声が響く季節となりました。子どもたちは厳しい暑さにも負けず、学

習や運動、友達との関わりを楽しみながら、充実した１学期を過ごすことができました。一人一人ができること

を少しずつ増やして成長する姿をたくさん見ることができ、うれしく感じています。 

保護者の皆様には、本校の教育活動に温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

明日からは、子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。健康や安全に気を付けながら、ご家族や

地域の皆様との触れ合い、夏ならではの体験を通して、思い出いっぱいの毎日を過ごしてほしいと願っていま

す。２学期に、ひと回り成長した子どもたちの元気な笑顔に会えることを、教職員一同楽しみにしています。 

終業式で次のような話をしました（要約しています）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長い夏休みとなります。熱中症や水の事故などの報道に接する機会も増えています。学校でも安全について

指導していますが、ご家庭でもお子さんへの声かけをお願いいたします。安全で充実した夏休みとなり、２学期

に子どもたちの元気な笑顔に会えることを楽しみにしています。 

土から生まれる、自分だけの作品 

７月６日(月)、２年生がやきものづくりを行いました。やきもの先生は、富田紗貴さ

んです。子どもたちは、先生のご指導を受けながら、土の感触を楽しみ、一人一人が

思い思いに工夫を凝らした作品を完成させました。作品づくりを通して、ものをつく

る楽しさや、最後まで取り組むことの大切さを学びました。 

写真は、授業後に富田さんと一緒に給食を食べたときのものです。ご指導、ありがとうございました。 

ドイツを知ろう！ 交流に向けて 

７月８日(水)、９日(木)、２学期に予定しているアリタ小学校マイセンとのオンラ

イン交流に向けて、３年生がドイツやマイセン市について学習しました。子どもたち

は、毎年３年生が取り組んでいる学習ということもあり、交流を楽しみにしながら

話を聞いていました。有田町商工観光課のテオマンさんが、写真を使って分かり

やすく説明してくださり、子どもたちはドイツやマイセン市への理解を深めました。

また、あいさつなどの簡単なドイツ語も教えていただきました。 

テオマンさんは間もなくドイツへ帰国されます。これまで本当にありがとうございました。 
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あっという間に終業式になりました。夏休みには１学期を振り返って、「できるようになったこと」

や「挑戦したこと」を思い返し、自分の成長を見つけてみてください。 

皆さんに紹介したいことがあります。ドバイ日本人学校に赴任されている加藤先生から写真が届き

ました。世界には様々な文化や暮らしがあって、学校に通う子どもたちも異なる環境の中で学んでい

ます。この夏休みには、本を読んだり、旅行に出かけたり、家族との会話を楽しんだりしながら、「世

界は広いんだな」と感じる機会をもってほしいと思います。夏休みには大切な思い出ができると思い

ます。その思い出はきっとこれからの皆さんの力になると思います。 

安全に気を付け、規則正しい生活や家族のお手伝いにも進んで取り組み、２学期には元気な笑顔で

登校してくれることを楽しみにしています。 



笑顔あふれる おもちゃランド 

なかよし１・２組の子どもたちが、全校のみんなを楽しませる「おもちゃランド」を開催

しました。手作りした迷路や遊び道具を準備し、招待した友達が楽しめるように工夫を

重ねながら取り組みました。 

当日は、遊び方を説明したり、声をかけたりする姿が見られ、来てくれた友達の笑顔

や「楽しかった」という声が子どもたちの喜びとなりました。 

この活動を通して、自分の役割を果たす責任感や、友達と協力する力、人と関わる

楽しさを学ぶことができました。「おもちゃランド」は、子どもたちのよさや成長が輝い

た、心温まる交流の場となりました。 

笑顔いっぱいの誕生給食(６・７月生まれ) 

７月９日(木)、６・７月の誕生給食を行いました。友達と誕生日や給食の話を楽しみながら、和やかな時間を

過ごしました。給食後には、恒例のビンゴゲームやじゃんけん大会も

行われ、笑顔と歓声に包まれました。 

今年度も、「誕生日は、成長を喜び、支えてくれる周りの人への感

謝を感じる大切な日です。」という話をしています。これからも一人一

人が自分のよさを大切にし、さらに成長していくことを願っています。 

社会を支える税金について学ぶ 

７月１０日(金)、講師の方をお招きし、６年生を対象に「租税教室」を実施しました。

授業では、税金の種類や役割について学び、税金が学校や道路、消防・救急など、私

たちの生活を支える大切な仕組みであることを再確認しました。６年生は１学期の社会

科でも税について学習しています。講話や映像資料を通して、税金がよりよい社会をつ

くるために欠かせないものであることへの理解を深めました。 

授業後には、１億円のレプリカを持つ体験も行い、金額の大きさや重さを実感しまし

た。今回の学習を通して、社会の一員として税金について考える大切な機会となりまし

た。 

見て、聞いて、学びを深めた県庁見学 

７月１３日(月)、４年生と６年生が県庁へ校外学習に出かけました。４年生は、県の仕事や役割について、６

年生は、社会科で学習している政治の仕組みと関連付けながら理解を深めました。 

実際に施設を見学し、職員の方のお話を聞くことで、教科書だけでは分からない

多くの発見がありました。今回の学びを、これからの社会科の学習や自分たちの生

活を考えるきっかけにしてほしいと思います。 

 

夏休みの宿題の早期提出期間について 

２学期の始業式は８月２５日(火)です。当日は、夏休みの宿題をたくさん持って登校することになります。 

そこで、昨年度から実施している「夏休みの宿題早期提出期間」を今年度も設けます。８月２０日(木)・21

日(金)・２４日(月)の午前９時から午後４時まで、玄関付近に学年ごとの提出用かごを設置します。 

書道やポスターなどの応募作品、作文、自主学習など、終わった宿題はどれでも提出できます。職員が近く

にいない場合は、提出用かごに入れてください。定期的に確認をします。なお、工作など破損の心配がある作

品は、職員へお声かけください。 


